
R.S.
「第一声は・・見える！パパの顔が見えるよ」
　「見える！パパの顔が見えるよ！」これがオルソケラトロジーレンズを初めて装着した翌
朝の息子の第一声でした。
リビングの隣にある和室で寝起きしている息子には、毎朝「おはよう」と声をかける父親のリビングの隣にある和室で寝起きしている息子には、毎朝「おはよう」と声をかける父親の
顔は今まで“のっぺらぼう”だったのです。私は小さい頃から今に至るまで視力は１．５で、
“見えない世界”というものがどんなものかわかりません。息子は幼稚園の頃まで０．６ぐら
いの視力でしたが、私は小学校に上がれば視力は上がるものだと漠然と思っていました。と
ころが、小学校に上がっても視力は上がるどころか下がる一方です。小２になって、眼科で
針治療や視力の上がる目薬などを試しましたが、効果はありませんでした。黒板が見えにく
くなり、勉強にも支障をきたすようになったので、ついに２年間続けた針治療をあきらめ、
眼鏡を作りました。眼鏡をかけると視力はどんどん下がるといわれていたので心配でしたが眼鏡を作りました。眼鏡をかけると視力はどんどん下がるといわれていたので心配でしたが
、本当に、たった１年の間に０．３から０．０６にまで落ちてしまい、この時ほどあせった
ことはありませんでした。最初に作った眼鏡が合わなくなってレンズを替えた時に、一応０
．６～０．７まで見えるようにしたはずなのに、わずか数か月で０．３ほどしか見えておら
ず、うっかり眼鏡をはずしてしまうと置いてある眼鏡が見えない、という有様でした。この
ままいったら牛乳瓶の底のような眼鏡になってしまう・・・。そんな眼鏡をしなければなら
ないのはかわいそうですが、何より生活が不便だったろうと思います。今思えば、信号は見
えていないので雰囲気で渡っていましたし、スポーツは何をやらせてもヘタクソで、苦手意えていないので雰囲気で渡っていましたし、スポーツは何をやらせてもヘタクソで、苦手意
識を持つようになっていました。
　そんな時に、たまたま隣の棟に住んでいる方にオルソケラトロジーのことを聞き、ワラに
もすがるような気持ちで検査に行きました。０．１をきっている視力なのと、乱視も入って
いたので、１．０までの回復は難しいと言われましたが、これ以上悪くならなければ御の字
だと思い、作りました。驚いたことに結果は一晩で０．８までみえるようになっていました
。朝レンズをはずした息子は家の中を飛び跳ねるように走り回り、「見える、見える」とあ
ちこち確かめていました。嬉しかったですね、本当に。
　このレンズはやはり高価なので、考えるところもありましたが、お金には代えられないも　このレンズはやはり高価なので、考えるところもありましたが、お金には代えられないも
のを息子に与えることができたと思っています。オルソケラトロジーレンズを装着してから
４ヶ月で、息子の視力は両眼で１．２になりました。学校での生活も何不自由なく過ごせる
毎日を送っています。あんなに苦手だったスポーツも、今では野球チームに入り友達と楽し
そうに練習をしています。初めてこのレンズの話を聞いた時に、「レンズをつけただけで視
力が上がるなんて信じられない」と思いましたが、信じて本当によかったです。
　今、街で眼鏡をかけている子供を見ると、「あきらめなくてもいいのよ」とつい声をかけ　今、街で眼鏡をかけている子供を見ると、「あきらめなくてもいいのよ」とつい声をかけ
たくなります。私も主人も、息子の可能性を拓いてくれたオルソケラトロジーレンズ、そし
てそれを紹介してくださった友人、又治療をしてくださった先生、全ての出会いに感謝の気
持ちでいっぱいです。








